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要旨（和文 2000 字程度）
Thesis Summary （approx.2000 Japanese Characters ）

職業への興味は，職業的成功に繋がる重要な要因であることが古くから指摘され，職業興味検査法が半世紀以

上の歴史を持って開発されてきた．新規学卒者の採用選考試験においては，職業興味を入職前に検査し，入職後

の勤労成績を予測するために検査結果を用いるが，我が国においては，採用面接等の場において，就業希望者の

虚飾や演出が数多く発生していることが指摘されている．その結果，就業希望者の職業興味を適切に把握するこ

とができず，それが入職後の離職の一因となっていると考えられる．新規学卒者の採用選考試験における職業興

味検査には面接法と質問紙法が主に用いられる．それらの方法により，適切に職業興味を把握することが求めら

れる．

本論文では，面接法について構造化面接法，質問紙法について 3件法による質問紙法という中心的な方法を取

り上げ，採用選考試験の場面における信頼性及び妥当性を実証的に検証することを目的とする．併せて，上記の

面接法や質問紙法の課題を踏まえ，複眼的な職業興味検査を可能にすべく，生体指標のうち瞳孔径を用いた職業

興味測定法を開発し，信頼性及び妥当性を評価することを目的とする．

構造化面接法について，面接者の評定値間では相関は強くなく，また内部一貫性検査でも低い値に留まり，関

連性が高くないことが示された．面接者が変われば採否判定結果が異なることを明らかにした．加えて，採用面

接評定値を条件として入職後 3年目の行動評価平均値に差異が生じるかにつき，一元配置分散分析を行った結果，

条件の効果は有意でないことを示すとともに，採用面接評定値と入職後 3年目の業績評価の順位相関係数が全て

非有意であることを示すことで，採用面接評定値の高低が入職後 3年目の人事評価の高低と関係が無いことを明

らかにした．

3件法による質問紙法について，採用選考試験に類似した特定の実験条件を一時的に付与した場合，質問紙検査

への回答において，被験者全員の職業興味回答値が，本来の職業興味から逆転することを実験結果として報告し，

3件法による質問紙検査にはバイアスがかかることを明らかにした．安定性が不足する可能性を示すことで，妥当

性が低くなることも示唆した．

以上を踏まえて，自律神経系の不随意反応に特徴がある瞳孔径を用いた職業興味検査法の開発を行った．瞳孔

径に現れる反応のうち，精神感覚反応の興味による反応を中心とした応答が得られるよう，実験条件を設けた．

職業名に関する文字列に対する瞳孔径の変化について，職業興味の有無の 2 群間で相対瞳孔径平均値を比較した

ところ，0.1%水準で有意な差が得られ，職業興味が有る場合にそれが無い場合に比して散瞳することを明らかに

した．職業名を示した文字列への興味を瞳孔径で評価できることを報告した．その上で，瞳孔径による職業興味



検査法が，一時的な実験条件の付与による影響を受けることなく，本来の職業興味を測定できることを明らかに

した．

また，瞳孔径により測定される職業興味について，経年での安定性があることを報告した．さらに，入職 3年

目の人事成績との関連を報告した．自社の業界を示した文字列に対する瞳孔径と，入職後の行動評価との間には

有意な相関関係.56 が認められることを明らかにした．瞳孔径による 2 群間で入職後の行動評価平均値を比較し

たところ，瞳孔径の大きい群の方がそれの小さい群よりも有意に入職後行動評価が高いことを示した．同 2群間

で入職後の業績評価平均値を比較した結果，瞳孔径の大きい群の方がそれの小さい群よりも有意に入職後業績評

価平均値が高いことも示した．職業興味測定値としての瞳孔径は，入職後の人事成績を予測する上で活用可能で

あることを示唆した．

以上により，本論文は，新規学卒者の採用選考試験において，構造化面接法と，3件法による質問紙法の課題を

信頼性及び妥当性の観点から実証的に明らかにするとともに，文字列を刺激として用いた瞳孔検査法を開発し，

その信頼性及び妥当性が高いことを示した．

備考 : 論文要旨は、和文 2000 字と英文 300 語を 1部ずつ提出するか、もしくは英文 800 語を 1部提出してください。

Note : Thesis Summary should be submitted in either a copy of 2000 Japanese Characters and 300 Words (Engｌish) or 1copy of 800

Words (English).
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The objective of this report is to evaluate the both reliability and validity of vocational interest
assessment which consists of interview and paper-based questionnaire, and to develop and evaluate
the pupil diameter-based method in screening process for new graduates at companies.
The analysis clarifies that evaluation results by recruiting interview using structured interview method

does not have not only predictive validity to future personnel evaluation but also interrater reliability.
And, the stability of paper-based questionnaire under the condition which is similar to recruiting

process at companies is considered in this report. Under its condition, examinees come up with
different answers from their original vocational interest in paper-based questionnaire. This shows
stability of paper-based questionnaire is very low, which results in low validity of it.
Based on those problems in methods which used frequently in recruiting process ever, as a vocational

interest assessment, pupil diameter-based method is developed in this report. The relationship
between subjective vocational interest and the size of pupils is considered. In the case that examinees
see occupation-related words which they have positive vocational interest, the size of examinees’
pupils expands significantly than those when they see occupation-related words which they have
negative vocational interest.
We also consider how affectation influences pupil size for evaluating stability of pupil diameter index.

In the pupil test, there is no effect due to affectation, and we confirm that the size of pupils was not
influenced by temporary environments and intentional motivation, as true vocational interest reflects. In
addition to the high stability, the analysis shows high predictive validity to future personnel evaluation of
pupil diameter as vocational interest index.
Based on these results, we conclude that the pupil size index has potential for use in the process of

screening new graduates to measure vocational preference, complementing problems that traditional
interview and questionnaire tests have faced.
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